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出
せ
ら 

せ
ら
れ
し
も
の
な
6

し
が
、
强
迪
的
勞
働
の
廢
止
似
來
れ
し
も
の
に
し
て
、
坳
ち
砂
« ;

三
四
ニ
八
三
典
、麥
粉
三 

寒
3

く
3 £

產
額
を
減
じ
、
終
に
一
九
〇
六
年
を
以
て
閉
マ
五
六I

 

ニ
弗
、
製
革
品
一
五
四
九
ニ
.
！
卯
、
雜
貨
一
四

鎖
す
る
に
至
れ
b
o

A
 

: 

■ 

r

本
州
の
商
業
は
主
^

し
て
一
面
に
於
て
は
原
料
品
の 

取
引
他
の
.

I.

面
に
於
て
は
歐
.露
其
他
の
方
面
ょ
6
>輸
入 

せ
ら
る
、
貨
物
の
分
配
に
し
て
、
之
れ
が
中
心
市
場
と 

し
て
有
名
な
る
は

「

チ
タ」

、「

ス
ト
レ
イ
エ
ン
ス
ク

」

、
 

っ
へ
ル
チ
モ
ウ
デ
ン
ス
ク

」

、

「

ト
ロ
イ
ト
ス
コ
ザ
グ
ス 

ク1 、
「

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
し
、

r

ベ
：トーロ一 
フ
ス
キ
ー
ツ
ァ
ボ 

ド」

、「

ベ
ル
チ
ン
ス
キ
ー
ツ

r
ボ
ド」

、「

ア
ク
サ

」

、「

ボ 

\

シ
アJ

に
し
て
、
是
等
の
市
場
に
於
け
る
取
别
高
に 

就
き
て
は
何
等 

>明
白
な
る
鱗
計
な
し
、：尙
ほ
內
外
貨
物 

の
®
出
入
は
主
と
し
て「

ト
ロ
イ
ト
ス
コ
ザ
'グ
ス
ク」

三一

八
弗
、
燐
寸
三「

〇
三
邪
、煙
草一

三
八
〇
八
弗
、
 

其
他
_

八
一
六
弗
、
合
計
一1

六
〇
八
六
一
弗
、
而
し
て 

一
ー
ー
ニ
四
九
〇
弗
の
獸
皮
は
獨
逸
方
面
に
輸
出
せ
ら
れ
、
 

砂
糖(

三
八
五
一
三
卵)

、
«

寸
毛
七
三
5

»ヽ

貨(

一
 

九
◦

五
ニ
三
弗)

は
支
那
人
の
手
に
ょ
b

て
輸
出
せ
ら 

れ
し
も
の
な
り
と
す
、
尙
ほ
以
下
の
貨
物
は「

キ
ア
フ 

タ」

を
經
て
輸
入
せ
ら
れ
し
も
の
な
b

と
す
。

品

支
那
方
酣茶典合

蒙
*
方
面 

牛

種他き:酷

愤

格

三
七
五
ニ
〇
卯 

三
一
九 

三
七
八
三
九

三
八
ニ
一 
五

j
|
I
I

I
|
I
I

1

I
Ik
IJC

I

!

s
I
I

E

I

!
I

平 總 合 典 羊 d T 獸 屯
上  |  • 駱 羊 中 平 狱
の ニ ン
M  か 挑  *
グt 計 h i他 皮 毛 乙 皮  m
支 § 宅 モ 皮 脂

那   ̂ ,
方, ：

而

上

一
五
一
八
六 

四1

九一.

六
九

:.
:

^
ニ
31
三
ニ
.：

ニ
丑
五
八
五
六 

:

六
五
七
丑
，一
 

九
.五
ニ
.

1

ニ一

:,
:■
:
:八
.;4
;
ニ
四
：

■;
四

七

四

三

T

四

三

八
 
一

二
'

:

六
三 

131

.
ニ

〇

〇

ニ

四

一

五 

ニ

〇

四

〇

ニ

玉

四
 

.
ラ

ン

ス

^

イ
カ

し

「

ィ
ケ
タ
ツ
ク」

其
他
の
諸
州
に
輸
入
せ
ら
れ
し
も
の
に 

は
茶(

1
1

六

J

八1
1

四
卵)

ヽ
毛
類(

五
五
一
一
六
弗

)

、
毛

皮 

(

•「

六
八
七
ニ
八
弗)

、
：自
餘
の
貨
物
.

(

四
ニ1

一
一
三
六
$

 

_合
^

四
七
，カ
三
ー
四
#

あ
ぅ
。

 ̂

::九

ゾ

旧

「

ヤ
ク
ー
ッ
ク」

州
に
就
き
て
は
'
ー
般
に
知
ら
れ
し
點

少
き
に
不
拘
、非
常
な
る
面
積
を
有
し
、
即
ち
北
は
北
冰 

洋
に
來
は「

力
ム
チ
ヤ
ッ
力」

及
沿
海
州
に
、
西
は「

イ
チ
エ 

セ
イ
し
州
に
、
南
は

「

イ
ダ
ク
ー
ツ
ク

J
、「

ト
ラ
ン
ス
バ 

イ
カ
ル」

及
黑
龍
江
州
の
三
州
に
接
し
"
全
周
七
三
三 

:

四
哩
其
中
一H

ハ
六
七
哩
は
海
洋
に
接
せ
り
ヽ
M

に
此
州 

の
而
積
は
.

】

$
三
五
四
六
三
方
®
BI
I
ち
露
國
全
®

»
の 

六

分

の一

露
領
蓝
細
遛
の
：三
分
の
1

を
占
む
。

本
州
は
人
跡
稀
れ
な
る
地
方
多
く
、
其
中
知
ら
れ
た 

.
る
地
方
は
僅
か
に
一
六
九
五
六
〇
〇「

工
t
力
ー」

に
し 

て
、
殆
ん
ざ
全
州
の
七
ニ「

X

丨
セ
ン
ト」

は
淼
林
を
以 

.

て
蔽
は
れ
、
且
つ
本
州
は
陸
路
®

め
て
不
便
な
る
結
果
、
 

貨
物
の
輸
送
は
多
ぐ
水
路
に
ょ
れ
6

、
而
しv

數
年
前 

迄
は
此
州
の
沿
岸
は
氷
結
，の
爲
め
航
海
不
可
能
€
認
定 

せ
ら
れ
し
が
ヽ1

九
'1

1

及
ニ
九
一1

r

兩
年
に
！旦
る
探 

險
事
業
は
此
思
想
の
誤
れ
る
こ
S

を
明
か
に
す
る
に
至 

P、
.
-

遂
に
露
两
3 5

義
«

艦
：隊
に
ょ
&

て
浦
鹽
港
ビ

「

コ 

リ
マ」

河
口
g

の
間
に
定
期
船
の
航
通
を
見
る
に
至
れ

第
十
二
卷

(〗

ハ
丑
九〗

雜

錄

西
比
利
蓝
0

經
濟
的
意
義

:

锻
盡
.

ニ



¥

s
 

(

六
六
〇)

雑

錄

尙
ほ
、
本
州
は
次
に
擧
ぐ
る
が
如
き
行
政
區
に
分
た 

る
、
.即
ち「

グ
/ r

t
vィ
アv

t
v

ク」
(

面
穑
四
ー
三
四
八

.

 

ニ
方
哩)

ヽ「

グ
リ
ウ
ィ
メ
>
L

 

X.而
積
三
八
七
七
〇
〇 

方
哩
}
?

「

コ
ソ
ム
ス
ク

」
.X

面
職
ー「

：1六
五
七
ニ
.
0方
哩
> 

「

ォV

ク
ミン

ス
ク
し
ニ
而
糙
ー
四
七
四
七
七
方
哩

) 

「

ヤ
ク
ー
ツ
ク」

(

而
績
三
一
六
〇
三一
方
哩)

.な
b
ミ 

す
。

.本
州
は
南
に
高
嶺
釔
按
ゆ
る
結
來
、
温
暧
な
る
南
部 

の
影
嚮
ょ
り
除
外
せ
ら
れ
、
斯
く
て
人
類
の
住
居
地
と 

し
て
は
世
界
最
寒
の
地
方
た
办
、
：殊
に
冬
季
に
於
て
甚 

し
く
？
夏
季
は
極
め
て
短
く
、
泰
秋
雨
季
は
全
く
之
れ

西
比
利
瓿
の
锊
濟
的
意̂

m

l

 

一
 

ニ 

二

.
の
流
域
及
湖
畔
^
‘は
楊
柳
、
織
、.「

.
ボ
ブ
：ラ」

等
を
見
る 

乙
と
少
か
ら
す
、
又
、
北
氷
：徉
に
而
ず
るj

帶
の
地
方 

は
地
理
學
考
の
所
謂「

ッv

ド
ラ
し
帶
に
し
て
沼
澤
性
を 

有
し
、
其
間
蘚
苔
類
及
徽
获
等
ょ
り
な
り
時
に
多
少
の 

楊
柳
及
落
葉
松
?:
混
ず
る
こ
^
あ
b
、
你
ほ
此r

ッ
ン 

ド
ラ
.

」

®
は
此
地
方
の
住
民
に
ょ
b
て
一
鋪
の
補
食
物 

た
る
部
子
に
富
め
ぅ
。

最
近
の
硏
究
に
ょ
れ
ば
、
以
上
の「

ッ
ン
ド
ラ」

帶
R
, 

し
て
其
沼
澤
性
を
失
ふ
に
於
て
は
之
れ
が
植
物
は「

ァ 

ダ
ブ
ス」

の
高
山
植
物
と
頗
る
相
似
た
る
も
の
な
6
と 

斯
く
の
如
き
は
單
に「

ヤ
ク
ー
ツ
ク」

の
み
に
あ
ら
ず
し 

て
’

？
西
此
利
S S

に
し
て
極
圈
帶
に
濱
す
る
地
方
は
總
て

を
缺
げ
ぅ
、
而
し
て
本
州
內
の
諸
流
が
全
く
水
雪
を
見
一
同一
な
b

ど
す
、若
、
本
州
に
し
て
之
れ
が
人
口
緻
密
を 

ざ
る
ば
傭
か
に
六
月
の
中
句
の
み
に
し
て
、•
旣
に
十
月
：::
-

;

:

:

_す
€

共
に
、
海
陸
兩
方
面
の
交
通
に
し
て
便
利
を 

の
中
旬
に
至
れ
ば
諸
河
は
»

び
氷
結
す
る
に
至
る
。ド

：
齋
ち
す

に
於
て
は
本
州
の「

ツ
シ
ド
ラ

」

帶
及
淼
林
帶 

.本
州
內
の
淼
林
ぱ
多
く
落
葉
松
の
樹
林
に
し
で
其
間
.'

に
し
て
瑞
西
に
見
る
が
如
き「

チ
ー
ス」

の
製
造
に
最 

點
令
ビ
し
て
縱
、
松
、「

シ
.
ダ
ー」

等
あ
6

、
.
又
、
諸

河

'
も
適
當
な
ろ
地
方
を
見
出
す
こ
と
必
中
し
も
困
難
に
あ

1
I
I
I%
|
I
II

I
1I

ら
ざ
：る
可
し
。

:

;;
.以
上
本
州
の
植
物
に
比
し
，て
動
物
の
方
而
は
極
め
て 

豐
省
^
し
て
.現
に
地
方
住
民
の
坐
活
上
に
於
け
る
主®

.

な
る
資
源
を
な
せ
り
、
即
ち
沿
岸
地
方
及
鳥
嶼
に
，あ
ぅ 

:
T
は
各
秫
の
.海
獸
殊
に
鯨
、
«.
馬

、
、
海

豹

、
一

北

極

熊

等

1 

を
産
し
、
又
、
陸
上
に
於
げ
ー
る
淼
林
中
に
は
各
種
の
野
| 

「

獸
及
鳥
類
を
見
、
水
產
物
も
亦
た
同
時
に
豊
富
な
る
狀
|ヾ 

態
を
呈
せ
り
。
尙
ほ
本
州
住
民
め
主
な
る
職
業
は
狩
獵

\ 

■に
し
で
商
員
i
價
値
あ
るg

#

は
黑
約
、
栗
鼠
7
貂
、

j 

熊
、
,:
;狐
、
：兎
、
水
麵
、
海
独
マ
山
猫
、91
鹿
等
に
し
て
1 

へ
鳥
類
に
て
は
家
鴨
、»
>

:

白
鳥
、’.海
鷗
、
潜
水
鳥
又
た：| 

淡
水
錄
と
し
て
は
鱸
、«

?■
、
M

'梭
魚
、
右

班

负？ 

等
の
類
な
り
S
す

。

:
|
:
-:
:.
;
:
ツ 

.

.
十

本
州
の
人
口
は
殆
ん
ど
土
着
の
住
民
に
じ
て
、
即
ち 

土
人
は
全
人
ロ
の
九
一
，四r

バ
I

セ
ン
ト」

、之
れ
に
對

•
 

し
て
露
西

51

人
は
七
*
六「

ハ
ー
セ
ン
ト

」

31
他
は
猶
太 

第
十】】

卷

(

六
六
一)

雑
錄
西
比
利
踣
の
^
^
油

人
、波
蘭
人
及
獨
逸
人
な
ト
ビ
す
、
尙
ほ
以
上
土
人
の
中
. 

一J

一一
 1

五
.六
.
0
0人
即
ち
人
口
の
八
六「
ハ
ー
セ
ン
ト」

.. 

はr

ャ
ク
ー
ッ」

人
に
し
て
、
露
西
5 5

人
は
本
州
の
征
服 

潜
た
る「

コ
サ
"

ク」

の
後
裔
者
、商
人
、農
民
、流
®
潜
よ 

a

其
總
數
ニ
七
四
四
四
ニ
人
な
す
。

.
■

以
前
、
本
州
は
農
業
上
.
の
經
營
に
は
不
適
當V

J

認
定 

せ
ら
れ
し
が
、
最
近
の
調
蜜
に
よ
れ
ば
必
ず
し
も
然
か 

ら
ざ
る
こ
S

を
證
明
せ
6

、
即
ち
.一

九

j 

ニ
年
に
於
け 

ノ
る
：殖
民
局
に
よ
6

て
な
さ
れ
し
三
囘
の
調
査
は
本
州
が 

殖
民
地V

J

し
て
充
分
な
る
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
明
か 

に
せ
5

,、
.怛
現
時
に
於
け
る
本
州
の
農
業
は
極
め
て
小 

規
模
に
し
て
、
小
麥
栽
培
は
之
れ
が
主
た
り
ヽ
尙
ほ
穀 

產
物
の
成
熟
時
期
は
大
麥
は
七1

日
、
春
期
豆
類
は
九 

ニ
日
、
燕
麥
は
八
ニ
日
、
小
麥
は
七
六
日
間
と
す
、
又 

農
業
上
に
#

用
せ
ら
る
ゝ
機
械
及g

l
#

は
漸

次
⑽
力

の 

-

市
場
に
其
輸
入
を
見
る
に
至
れ
り
。

本
州
に
於
け
る
野
菜
の
栽
焙
は
之
れ
亦
た
極
め
て
少

ニ
ー 
三



く
僅
か
に「
ス
ド
ド
二
コ
リ
厶
ス
ク

」

、「

コ
リ

'ム
ス
ク

」 r 

,
 

「

グ
ル
コ
ィ
ア
ン
ス

ダ」

等
の
：地
方
に
之
を
見
る
の
み
、
 

斯
く
の
如
く
跸
菜
栽
培
の
發
達
せ
ざ
る
理
由
は
主W

し 

て
夏
季
の
短
時
期
な
る
^
住
民
の
多
く
が
、
此
時
期
間. 

に
漁
業
に
從
W-
す
る
に
ょ
る
も
の
な
b
e
す
。
 

\
- 

.

■
 

. 

; 

!

:

十」

.

'

.

:;
■
:•
:
::: 

■ 
:
:
:
:

.:
' 

j
: 

牧
畜
業
は
本
州
の
住
民
殊
に
遊
收
的
生
活
を
な
す
土
一 

人
に
ビ
&

て
は
筑
^
な
る
s

i l

を
有
す
る
も

の
に
し
て 

ロ
ハ
だ
氣
候
の
滕
寒
な
る
e

、
之
れ
が
取
扱
方
法
の
宜
し\ 

き
を
# :

ざ
る
結
果
S

し
て
本
州
の
.
家
畜
は
其
數
に
於
て\ 

も
亦
た
31
:

質
に
於
て
良
種
ビ
稱
す
る
こ
ど
を
得
ず
、
今

\ 

一
九
ニ
年
の
調
蜜
に
ょ
れ
ば
本
州
の
家
畜
總
數
四
八\ 

六
八
'

}
六

. ®

之
れ
を
細
分
す
れ
ば
馬
ニ
一
三
ー
1

ニ

四

\ 

'
:::
:
'
:頭
、:,
牛
三
三
三
八
五1

.
頭
？
羊
一
四
〇
頭
、
豚
六
三
八
：
 

W

、：
馴
鹿
三
六
二
八
三
；

S
、

橇
川
犬
一
.

五
九
〇
頭
、
而 

:

し
て
以
上
：の
家
畜
中
こ
れ
が
六
五「

パ
I

,
セ
ン
ト」

は 

「

ヤ
ク
1

ツ
ク」

地
方
、1

1

〇「

パ
I
セ
ン
ト」

は

「

グ

リ

ゥ
-
ィ
ス
クJ

地
方
に
麗
せ
り
、
又
、_

鹿
の
約
八
〇「

バ 

丨
セ
ン
トJ

は「

グ
ル
コ
ィ
ア
ン
ス
ク
、

」

地
方
に
風
す
、
觅 

に
以
上
家
畜
總
數
の
約
九
五「

パー

セ
ン
ト

」

は
土
人
の 

所
有
に
か
ゝ
る
も

.

の
に
し
て
、
露
河
亜
人
の
所
有
す
る 

: '

も
の
は
僅
か
に
以
上
繳
數
の
2|
:

,「

バ
ー
ゼ
ン
ト」

に
過

次

ぎ

に本
州
內
に
於
け
厶
狩
羅
は
年
冷
減

少
の
傾
向 

5r

現
せ
彡
、
斯
く
の
如
き
は
數
十
年
^

の
£

殺

の

結*

に
外
な
ら
す
、「

グ

ル

コ
ィ

ア
ン
ス
ク」

コ
リ

ム
ス

ク」

地
方
に
於
け
る

土
着

の
遊
收
说
は
共
に
狩
獵
を
は 

て
家
業
^
な
す
名
の
な
り
。
而
し
て
本
州
內
R
於
け
る 

自
餘
の
地
方
は
漸
次
之
れ
が
重

袈
の
度
を
減
ず
る
に
至 

れ
6
、
尙
ほ
獸
皮
は
主
ビ
し
て
同
地
方
の
商
人
に
賣
却 

せ
ら
れ
、「
ヤ
ク
ー
ツ
クj

は
此
取
引
の
本
州
內
に
於
け 

る
中
心
^
り
、又
、過
去
數
年
||
]
1に
11
7
て「

コ
リ
マ」

地 

.
方
ょ.
りi

ア
ナ
チ
^」
及「

チ.
ユ
コ
ツ
ク」

：
を
經
て
北
米
合 

衆
國
に
輸
出
せ
ら

れ

しY」

と
あ
6
、
勿
論
、
本
州
に
あ

•
 

.
 

.

.

.

.

.

b
.て
は
獸
皮
は
*
も
主
要
な
る
輸
出
品
な
6
と
す
。

ね
が
原
因
は
勞
働
者
の
缺
乏
即
ち
勞
銀
の
高

&
に
よ

，

o

 

十
二

も
の
5

A
y 

_
^
c

す
。

本
州
は
河
流
及
湖
沼
に
富
む
結
梁
、
自
か
ら
a
族も本州は多量の鹽類を有せ

k

殊
に
之
れ
が
®
當 

亦
た
灃
富
な
办
、
殊
に「 .
コ
ブ
マ」

地
方
及「

グA

マ

ィ
:..
:'
な
る
地
方
は「

グ
ソ
ウ
ィ
ス
>」 

ン
ス
キー

」

及 

ア
ン
：
ス
ク」

のT

部
に
あ
り
て
は
之
れ
を
以
て
家
業
と

,
一「

ケ
ム
べ

ン
ダ
し
の
兩
泉
に
し
て
現
在
之
れ
が
產
出
額
は 

す
る
も
の
多
し
，
但
、
0

餘
の
諸
地
方
は
以
上
の
兩
地|

少
き
も
尙
ほ
年
に
一
〇
〇
〇
嗔
に
達
，せ
ぅ
、
只
だ
之
れ 

方
ビ
異
な
り
ビ
で
、I:

廊
副
業
の
狀
態
を
蛩
せ
6
。'
:,
::

|
が
生
產
た
る
や
、
輸
送
の
困
難
な
る
結
果
よ
り
し
て
今 

漁
業
ビ
し
て
營
ま
れ
つ
ゝ
あ
る
は「

レ
ナ」

何
及
典
支
ン

日
に
て
は
尙
ほ
未
だ
充
分
と
獬
す
る
を
得
ず
。

流
と
沿
岸
地
方
に
し
て
此
方
.而
に
於
け
る
主
要
な
る
魚
.

|

 

.

H

族
は「

ネ
ル
マj

「

モ
リ
ナ
ンjS

a
l
m
o

 

t
h
y
m
a
l
l
u
s

鮭
、
へ\

本
州
に
於
け
る
工
業
は
僅
か
に
地
方
の
需
用
を
充
た 

リ
ン
グ」

、
へ
梭
负
等
に
し
て
、.是
等
の
魚
族
は「

ヤ
ク
ー

|

す
に
止
ま
れ
6

、
只
だ「

T
ク
ー
ツ」

土
人
の
中
に
は
鐵
、

ツ
ク
し
に
輸
送
せ
ら
れ
、3 £

に
此
地
よ
6「

ィ
ル
ク
ツ
ク」

f

銀
、
骨
細H

を
な
す
も
の
少
か
ら
ず
、
而
し
て
鐵
は
豉 

州
の
鑛
山
地
方
に
责
ら
S

る
/
^
も
の
な
ぅ
と
ず
。

\

も
幼
稚
な
る
■
方
法
に
、よ
り
て
採
取
せ
ら
れ
、
骨
細
工
は 

本
州
に
於
け
る
製
材
業
は
末
だ
見
る
可
き
も
の
な
く「

マ
ン
モ
ス」

の
骨
を
材
料
ビ
せ
る
も
の
に
し
て
、
西
t
 

每
年「

レ
ナ」

、「

ヤ
ナ」

、「

コ
ジ
マ

」

の
諸
流
を
經
て

.
輸
送
利
亜
全
國
を
通
じ
て
廣
く
此
細
工
の
版
路
を
宥
す
、
又 

せ
ら
る
、木
材
は
餘
A

に
多
か
ら
^

、斯

く

の

如

き

は

要「

ヤ
ク
ー
ッ」

土
人
は
巧
に
®

农
を
以
て
各
種
の
絨
ff
i

を 

す
る
に
製
材
の
馏
格
の
高
價
«

る
に
よ
る
、
‘
而

し

て

之
S

す
、
要
す
る
に
、
本
州
よ
6

の
輸
出
品
は
獸
皮
、「

マ
y 

,

第
十
二
傲

(

六
六
三)

雜
錄
西
比
利
蓝
の
經
濟
的
总
義

 

. 

一二：土



笫
十
ニ
怨

2

ハ六四)

雜
錄
四
比
利
姐
の
經
濟
的
湓
雜 

，
 

モ
スJ
の
I t

、牛
^

、牛
酪
、食
肉
、傲
類
に
し
て
、之
れ
が 

主
®
な
る
仕
向
地
は「

ィ
ル
ク
ー
ッ
ク」

州
の
鑛
山
地
方 

た
6
、
而
し
て
年
々
の
»

出
額
は
約
三
六
0
3£
〇
〇
卵 

に
達
す
、
次
ぎ
；

i
®

入
品
の
生
婴
な
る
も
の
は
雜
貨
、

：

•

;
食
料
品
、
葡
萄
酒
、
.
酒
精
等
に
し
て
其
額
六一

八
0

0

i

 

'

〇

卵

、
：へ

以

上

の

商

品

は

’夏

期「
レ
，
ナ

J

の
水
路
に
よ
り
て\ 

，
輸
入
せ
ら
る
、州
內
に
ば
年
々」

ニ
囘
の
大
市
あ
り
、：一

は

i 

夏
季
即
.ち
七
月
十
日
よ
6

八
月
：
 

一',
.
:日
迄
、
後
者
は
+
ー
ナ 

.

•
 

月

j 

f

り
一
月 

一m

迄
、
而
し
て
S

季
の
市
場
に
於\ 

け
る
取
引
高
ば
五
七
苏
: 0
0

〇
卯
、
.:
:
冬
期
の
は
之
れ
に\ 

比
し
て
其
^

少
く
5

^
ち
三
1
1
五
0

0

〇
#

に
過
ぎ
ず
。

\

:
.

■

.

.

.. 

ノ
 

. : 

：.

ン

:
.
'
.
:
v 入

^̂ 

. 

:i

.

，「

ナ
カ
リ
.
ンJ

鳥
に
於
け
る
露
領
は
同
飭
の
北
部
に
あj 

h

,
i

v

,
而
積
僅
か
に
一
五
£

四
七
为
哩
、
：而
し
て
此
島
の
:
:
; 

南
部
は

j

九
◦
五
年
以
來
日
本
の
領
す
る
處
ビ
な
れ
h
 

“

本
島
は
»

龃
海
峽
に
よ
-

^
て
大
陸
ど
分
た
れ
、
.而
し 

て
此
海
峽
は
廣
: ^

處
に
て
約
ー
〇
〇
哩
を
有
す
る
も
、

は
®

數

四〇
〇
〇
人
而
し
て
之
れ
が
全
人
ロ
は
八
六
〇 

.
o人
に

し

て

土

人

の

數

，も

漸

次

減
少
せ
6

0

.

.

本

島

は

！
個

の

農

業

地

よ

b

、̂

寧

ろ

鑛

產

地

た

V
.

 

:而
し

て

，

本

岛

鑛

產

物

中

第

，|
位

3:
:
占
む
る
も
の
は
石 

炭
に
し
て
、
'之
れ
が
炭
田
は#
ん
ざ
全
鳥
到
る
處
に
存|

ノ 

；
.し
、
殊
に
品
質
佳
良
、の
も
の
：は
西
部
地
方
例
渚「

マ
ガ
：
一
 

チ」

及「

デ
ュH

」

等
に
あ
ぅ
、
但
、
：炭
坑
の
組
織
方
法
不
一 

- 

完
全
な
る
結
果
、
充
分
衣
る
採
炭
額
を
得
る
こ
ど
能
は|

,
.
ず

、
.
而

し

て

之

れ

が

最

も

重

大

な

適
當
な
る
石
炭
輸
出
港.の
缺
除
せ
.る
こ
と
な
6
と
す
、
_ j 

, 

'斯
く
て
'「

九

'

1

ニ
年
に
は
本
島
內
に
適
當な
る
港
を
設
：I:

:

ぐ
‘る
：
の

議

熟

し

、
'*
結
果
、
本
#
の
：主

賢

る

：

「

r*
y |

キ
サ
ン
ド
ロ
グ
ス
タ

」

を
以
て
此
資
格

?:
有
す
る
も
の

’1 

.
,
wな
し
、
之
れ
が
築
港
の
©
用
と
し
て
ニ
五
〇
〇
〇
〇 

.0

弗
の
费
用
を
恶
す
る
こ
ビ
世
に
公
に
せ
ら
る
、
に
至
’

れ
-
。

‘ 

' 

次
言
に
石
汕
も
亦
た
普
ね
ぐ
本
离
內̂
見
出
さ
て
、

*,
' :  

_

.

. 

1

»

. 

.

,

r

l
 

六
.

つ
ホ
ゴ
ビ
し
、

「

ラ
ザ
レ.
：フ」

雨
岬.
間
の
距
離
の
如
&
は
僅 

か
に
.一
一0
11
を
出
で
す
、
尙
ほ
0

島
に
あ
b

て
安
全
な 

る
碇
泊
地
は
主
と
し
て.
西
部
海
岸
に
あ
り
て
、
之
れ
に 

反
し
て
東
部
海
岸
は
淺
く
從
つ
て
船
舶
は
海
岸
を
去
る 

遠
^
海
上
に
碇
泊
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。

幅
員
狹
少
な
る
本
島
の
沿
海
に
は
一
一
個
の
寒
流
あ
6
 

'.
一
は「

ォ
コ
ッ
ク」

海
の
北
衆
部
を
發
し
て
南
西
の
方
向
：
.
 

を
と
り
、本
島
の
西
海
岸
を
洗
ひ
、第
二
の
寒
流
は
同
じ 

く「

ォ
コ
ッ
ク」

海
の
北
西
部
に
發
し
韃
龃
海
峽
を
過
ぎ 

て
日
本
海
に
入
る
、
斯
く
の
如
く
寒
流
に
包
a
せ
ら
る 

>
結
果
、冬
季
は
非
常
に
寒
く
、夏
期
は
極
め
て
短
し
。

,

十
五

本
農
在
住
の
露
國
人
は
ニ
三
の
場
合
?:

除
き
、
多
く 

昔
時
、
强
迫
的
纪
移
住
せ
し
め

ら

れ
た
る
も
の 
>
子
孫 

に
し
て
、
但
、
日
露
戰
爭
以
來
ヽ
是
等
流
竄
者
の
子
孫 

は
自
凼
に
解
放
せ
ら
れ
し
結
舉
、
之
れ
が
人
口
は
著
し 

く
減
少
せ
6
。
即
ち
現
時
、
本
島
に
在
住
す
る
露
國
人

l

i

M

i

m

?

1
卷

(

六
六
道)

雜

0

四
比
利
署
經
濟
的
證

殊
に
北
剖
^

方
即
ち「

..ク
：ダ
.^
.
ト
.

」
、.

「

チ
ヤ
イ
グ
シ
.ス 

キ
ーJ

雨
'灣
の
方
面
に
於
，

v

最
も
多
ぐ
、
之
れ
に
加
ふ 

る
に
數
年
^

に
は
^

讲

の

池

を

見

出

す

に

至

れ

-
^
、

但 

今
日
迄
は
未
だ
商
業
上
有
力
な
る
意
，美
を
有
せ
ず
。

.

.
穴 

.

本
离
に
於
け
る
沿
海
漁
業
は
近
時
、
長
足
の
迤
步
を 

な
し
、
殊
に
之
れ
が
主
®
な
る
a
類
は「

ヘ
リ
ン
グ」

及 

鮭
に
し
て
、
最
近
迄
之
れ
W
漁
業
の
中
心
は
北
部
沿
岸， 

5:
6
し

々

r

九
一1

及一

九 
一
ニ
の
兩
年
に
あ
-

o
v

て 

.は
、
魚
類
は

漸
次
同
島
の
®
海
岸
に
移
ぅ
、斯
く
て「

5j 
. 

H
」

及「

チ
ヤ
イ
グ
ン

ス
キ
ー」

兩
海
內
或
は
其
附
近
に 

於
て
著
し
き
之
れ
が
獲
得
を
見
る
に
至
れ
6
 o

本
島
.の
約
十
分
の
九
は
淼
林
帶
に
し
て
、
之
れ
が
主 

要
な
る
種
類
は
檜
、
樅
、
楓
、_
等
に
し
て
、「

ビ
レ
ボ」

 

河
ロ
に
近.
く
、
ー
九
一
一.
年
に
製
.材
場
設
け
ら
れ
し
も
、
 

な
を
も
其
生
產
費
の
比
較
的
高
價
な
る
結
果
、
今
日
に
.
，
 

て
は1

部
地
方
の
辕
用
を
充
た
す
に
過
ぎ
す
、
，
.
又

「

ア

0

0

.1.

二
七



站
十
二
怨 

'(

六
六
六)

錄
西
比
利
蓝
の
鸫
濟
的
意
菽

1

ニ
八

レ
'キ
サ
ン
ド
ロ
グ
ス
ク」

に
は
官
營
の
製
材
場
あ
b
、
 

之
れ
又
た
地
方
の
需
用
を
充
た
す
に
過
き
ず
、
之
れ
を 

今
日
の
狀
煺
ょ
5
見
る
時
は
大
規
模
の
製
材
場
を
設
く 

る
價
値
は
疑
問
れ
り
。

本
島
は
野
獸
及
鳥
禽
類
に
：豐
甯
に
し
て
土
人
は
主
^
 

し
で
狩
獵
に
從
事
す
る
も
露
睛
人
は
少
く
'、
主
な
る
も 

の
は
黑
貂
、
栗
鼠
、
馴
扼
、
永
獺
、
熊
、
狐
、
海
豹
及
，
 

海

馬

攀

な

ぅ

：と

す

。：

.

'

本
岛
の
商
業
は
殆
ん
;̂

見
る
可
き
も
の
な
く
、
年
 々

の
輸
入
は
貨
物
約11

六
九
〇
噸
に
レV

.

輸
出
品
の
主
な 

る
も
の
は
负
類
、
醃
揚
、
雄
子
等
な
り
^
す

、
，
：尙

ほ

本

 

岛
內
に
於
け
る
一
一
個
：の

主

耍

な

る

製

造

業

は
：「

ク
ォ
ド
 

力」

及
麥
酒
の
釀
造
所
の
存
す
る
こ
ビ
な

b
と
す
。

：

.
 

十
七
■

:

「

力
ム
チ
ヤ
ッ
カ

」

州
は
ー.
九
0
九
年
初
め
て
獨
立
し 

て
一
州
を
形
成
せ
し
も
の
に
し
て
、
其
以
前
は
沿
海
州 

の一

部
た
^N、

本
州
は「

ク
ダJ

河
の
北
部
に
あ
る「

才

コ
ッ
ク」

海
の
北
西
海
岸
地
方
S「

カ
ム
チ
ヤ
ッ
カ

」

半
岛 

と「

チ
ユ
コ
ツ
ク

」
VJ「

ベi
リ

ン

ダ

」

#*
の

諸

岛

ょ

り

な

 

る
。「

ベ
ト
ロ
パ
、グ
ロ
ス
タ

」

は
本
岛
の
首
府
に
し
て

「

ア 

、、ワ
チ
ン
.
ス
タ」

灣
に.
臨
み
同
半
島
の
北
東
部
に
あ
り
、
 

而
し
て
此
地
は
露
國

人
が
初
め
て

本
地
方
に
出
塊
せ
し 

.
際
に.|

城
蠱
を
築
き
し
處
に
し
て(

一
七
四
〇
咩)

、
银 

近
に
至
6
稍
々
都
市
の
觀
を
呈
し
、
現
今
に
て
は
一
〇 

〇
〇
の
人
口
を
有
せ
&
、
而
しV

夏
季
は
露
國
義
與
艦 

隊
の
定
期
船
來
る
も
、
冬
期
は
全
く
水
述
絕
え
、
郵
便 

物
の
如
&
は
僅
か
に
犬
及
馬
に
ょ
ぅ
て
之
れ
を
齋
ら
す
,
 

に
過
ぎ
ず
、
只
だ
無
線
電
信
局
は
一
九一

〇
年
を
以
て_ 

鐘

江

畔「
u

コ
ラ
ィ
エ
フ
ス
ク」

に
設
け
ら
れ
た
6
。

猫
ほ「

カ
ム
チ
ヤ
ッ
カ

」

に
あ
6

そ

比
較
的
有
名
な
る 

も
の
は「
オ
コ
ッ
ク」

海
の
北
1}
«

岸
、「

ォ
コ
I

タ」

' ^

-1
:
1 

に
あ
る

「

オ
コ
ッ
ク」

しヾ「

オ
コ
ッ
ク

」

海
の
北
端「

オ
コ
ッ
 

クJ

河
口
に
あ
る

「
ギ
デ
ガ

」

な
b

ビ
す
、「

オ
コ
ッ
ク

」

は 

j

六
四
七
年
を
以
て
設
け
ら
れ
、
爾
來
十
九
世
紀
の
初

ま

■

 

R

至
る
迄
、
逝
細
取
の
極
北
東
部
に
於
け
る
露
國
の 

活
働
地
點
に
：し
て
、
.只
だ
市
街
は
何
れ
の
點
ょ
ト
見
る
' 

も
極
め
て
貧
弱
に
し
て
加
ふ

る

に':
"
.
之

れ

が

附

近

の

地
 

方
付
不
健
康
地
に
し
て
飲
料
水
I
の
如
き
三
哩
の
遠
距
離 

%

求
め
ざ
る
可
か
ら
す
、
海
隼
は
淺
く
、
.從
つ
て
i£
白 

.に
便
^
&

ず
、
加
ふ
る
^
潮
汐
の
差
甚
し
ぐ
、r

ネ
ン
ギ 

ン
‘
ス
ク」

_

方
面
ょ
6

來
る
氷
塊
は
セ
月
下
旬
に
至
る 

迄
其
跡
を
絕
た
す
、
何
ほ
此
方
面
は
霧
深
し
、
- W

し
て 

-

オ
.コ
ッ
ク」

ば
現
時
<

ロ
僅
か
紀
四
0

0

人

な

&

。：： 

「

ギ
デ
、力」

は「

.力
ル
ヤ
ー
ク」

族
を
征
服
す
る
^

め
、 

i

七
五
三
年
に
設
け
ら
れ
た
る
城
檷
の
所
在
地
に
し
て 

其
il
l

位
甚
た
惡
し
く
ヽ
海
岸
は
®

ぐ
船
舶
は
河
ロ
ょ
り 

ニ
o

乃
，

M
1
1

五
®

の

遠

距

離

に

.
ぁ

ら

ず

ん

ば

破

泊

す

る
 

.
こ
ど
能
は
ざ
るvj

共
に
、
住
民
は

「

力
ル
ヤ
t
ク」

、「

ラ 

A
丨

ト」「

ツ

シ

ダI
ス」

及
露
商
迎
人
ょ
&
な
り
、±
入

の
數
は

明

銮

参
f

露

疆

会

數

篇
.
五
00

人
、「

オ.
ヲ」

•は
本

半

島

に

：
於

て

最

も

安

全

な

务

上

陛

地

•
第

十

二

猞

(

2
ハ
七

)

雜
;:.
錄
;
西
此
撕
箸
.經
锻 點

ft
る「

タ
ク
ス
ク」

灣
に
位
す
'る
重
®
な
る
一
村
落
に 

し
て
、殊
に
此
地
の
意
義
が
顯
著
な
る
に
至
6
し
は「

'オ 

ラ」

と「

コ
y
マ」

間
ミ
に
商
業
上
の.
通
路
開
か
れ
、其
間 

四
〇
〇
®
之
れ
に
宴
す
る
時
：日
は
一
五
乃
至
ニ
〇
日
、 

:
費
用
は
重
量
三
六
封-.
一1

'

に
對
し
て
一
弗
五
な
り
と 

す
、而
し
て
夏
季
は
運
搬.
上
に
'は
馬
を
使
役
し
、冬
季
に 

は
犬
及

顧

鹿

を使
用
す
、現
時
、「

オ

ラ」

及
其
附
近
に
集 

中
す
る
人
口
は
五
〇
00

人
に
じ
て
、其
大
多
數
は「

ツ 

い
シ
グ
f
ス」

衣
&
と
す
、「

ア
ヤ
ン」

は
昔
時
ょ
公
露
人
の 

,移

住

，
せ
し
土
地
に
し
て
風
波
の
難
な
：き
®

內
に
あ
&
て 

ー
地
方
^
茶
を
輸
出
ず
る
主
要
な
る
地
^
た
ぅ
。

要

す

る

に

本

州

は

嚴

寒

：
の

故

を

，以

V

農

業

は

見

る

可
 

j

き

も

の

な

く

、

.：
從

つ

て

住

民

木

多

數

：
の

職

業

は

漁

*:
、

.

狩
獵
及
鑛
山
業
に
し
て
、.
最
近
、'
本
州
內
ヒ
調
査
.せ
し 

露
國
鑛
山
挟
師「

オ
ボ
デ
ン
マ
し
の
報
吿
忙
ょ
れ
ば
彼
^
 

は
金
鑛
其
他
有
用
鑛
物
办
輋
富
な
る
乙
$
を
明
か
に
せ 

' ?
>
'
、
而
し
て
彼
れ
が
見
出
せ
し
中
に
はp

l
a
a
n
u
m
,

的^
義
，
-

、•
 
'

第
蠢.-

:H
T

九



第
屮
二
卷(

六
六
八)

雜

，錄
'
M
比
利
踮
の
經
濟
的
意
義

蜜
號

1

三
〇

ridhlmu 
palladium, 

o
s
m
i
u
m

 

あ
ぅ
、
又
、
彼
れ

は
勹
ゴ 

ロ
グ
ン
ス
キ

I
J
何
の
流
域
に
於
て
土
人
が
幾
多
の
寶 

石
を
採
取
せ
し
事
實
を
述
ぶ.
、
而
し
て
是
等
の
寶
石
0
 

米
國
方
面
^
輸
入
せ
ら.
る
：
、
も

の

は

一

個

|

弗
乃
至
吗 

弗
の.
相
場
を
有
せ
セ
。
：

:•
「

力
ム
チ
.ャ
ッ
カ
し
梏
涧
に
於
け
る
漁
業
の
發
達
は
* ' 

•領
歐
羅
巴
及
び
自
餘
の
方
而
に
ぁ
办
て
非
常
な
る
注
意
.

は
僅
に
短
時
R
の
航
海
に
於
て
之
れ
を
輸
送
す
る
の
み 

に

し

て

.、

.
其
他Q:

時
期
ば
殆
ん
ど
自
佘
の
地
方
ょ
，
.

CV

隔
.. 

離

せ

ら

る

、
狀

態

に

あ

^V 、

要
す
る
に
年
々
移
.住
潘
增 

加
の
結
果
と
し
て
：

「

ブ
タ
モ
ル
ス
キ
|」

方

11
の
入
々
が 

大
な
る
乙
€
は
漁
業
者
：

tf

勞

.力

と

需

用

品
を
得
る
に
非 

常

.?
a
る
使
を
感
せ
し
め
、
之
れ
：に
反
し
て

「

オ
コ
ッ
ク
、

力
ム
チ
ヤ
ジ
カ」

方
面
に
あ
々

て
は
不
得
已
、「

ズ
リ
モ
ル

を
#;
起.
せ
り
、
曩
き
に

「

ベ
ト
ロ
グ
ラ
ト

」
に
於
け
る
果
ス
キ

1
J
方
面
ょ
り
勞
カ
ビ
材
料
ビ
を
輸
入
せ.
ざ
る
.可

物
、
茶
、
菊
®

酒
、
傲
類
取
引
所
の
報
吿
に
ょ
れ
ば
專 

ら
露
國
の
鐵
道
局
を
し
て「

力
'
.ム
チ
ヤ
ツ
カ」

ょ
6

歐
露 

に
齋
ら
さ
る
、
傲
類
の
'»
«
を
低
減
せ
ん
と
す
る
に
ぁ 

t

蓋
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
露

. ®

の
漁
業
地
は
地
理 

上
及
經
濟
上
ょ
り
觀
察
1

て「

ブ
リ
吒
ル
.ス
キ
ー」

(

沿 

海
州)

及「

ォ
コ
ッ
ク
/
:

『

力
.

4

チ
ヤ
ッ
か」

の
兩
漁
業
地
域
に 

區
別
す
る
を
得
可
し
、
勿
.論
前
者
は
後
潘
に
比
し
て
最 

も
適
當
な
る
地
位
に
存
し
、
殊
に
水
陸
交
通
の
狀
態
に 

於V

遙
か
に
後
者
.に
凌
駕
せ
り
、
即
ち
後
者
に
あ
6
 V

か
ら
ず
、
加
ふ
る
^

1
フ
リ
"モ
ル
ス
キ
ー」

方
面
に
あ
-CV 

て
は
漁
業
以
外
に
金
鑛
、
‘
製
材
業
、
農
業
"

其
他
办
製
，
 

造
業
發
達
.せ
る
に
對
し
て「

カ
ム
チ
ヤ.
ッ
カ」

に
て
は
僅 

か
に
漁
業
及
海
獸
補
獲
業
の
發
達
せ
る
に
過
ぎ
す
、
斯 

く
の
如
X

不
利
益
な
る
狀
態
に
存
す
る
こ
と
は「

オ
コ
ジ 

ク： J
漁
業
を
し
て
人
爲
的
の
救
濟
策
を
講
ず
る
の
必
要 

を
感
せ
し
め
、
即
ち
此
業
の
獎
勵
と
此
地
方
の
人
口
を 

®

に
增
加
せ
し
む
る
方
法
S

し
て
、
露
西
亜
義
與
艦
隊 

.

の
船
«

に
ょ
h

て
積
載
せ
.ち
れ
し
も

の
，，£
の
瞪
明
あ
.る
.
.
.

は
祺
淄
江
の
方
面
の
澈
類
に
比
し
で
一

「

ブ
ー
ト.1

}
〇 

仙

の

鐵

道

運

質

を

低

廉

に

す

可

き

，
：

J

ビ
R f

又
、 

此
侮
洋
方
面
に
は
！！！本"
<の
經
濟
的
勢
カ
の
最
も
熾
ん_ 

な
るM

V
J
R

し
て
、
«|
斯
.ぐ
'0
如
き
狀
態
は
此
方
面
の 

開
發
に
對
し
て
も
、
歐
露
方
面
^
於
け
る
供
給
狀
態
を 

廣
察
し
て
も
、
共
に
有
益
な
る
こ
？
なU

す
。

」

十
八

M
g
江
州
の
地
味
を
以
て
歐
露
方
而
に
比
較
す
る
時 

は

略

ぼ

「

ノ
'グ

ゴロ
ド」

及「

•
フ
スJ'

フ」

ビ
相
同
じ
ぐ
、, 

鑛
產
物
と
し
て
金
、
銀
、
錫
、
銅
、
大
理
石
、
陶
器
の 

原
料
た
る
白
、
綠
粘
土
、「

ア
ジ
チ
モ
二
ー」

等
11
し
て

其
外
、
石
炭
の
產
地
及
幾
多
の
鑛
泉
ぁ
る
も
未
だ
充
分 

な
、る
調
査
を
缺
け
b

o

氣
候
は
大
陸
的
に
し
て
s

1

般
5:
通
じ
て
農
業
に
適 

す
、
又
、
植
物
は
南
方
の
氣
候
R

發
生
す
る
も
の
と
相 

混
じ
、
時
と
し
て
吾
人
は
菊
萄
蔓
，の
樅
に
せ
：、
6

れ
る 

こ

ど

を

見

出

す

；

ビ

ぁ

务

、

樹

木

の

生

な

る

％

の
：
に

は 

.

第
十
ー>

'

(

六
六
九

)

-

.

‘
雜

人

錄.

昆

刺

龃0

_

樅

檜

、
西
比
利
^
產「

シ
、ダ
|」
、
松
、
又
へ
南

®

方

面

 

に
て
は
柏
、「

ア
力
シ
ア
.

」
「

。
ホ

ブ

ラ

」

、
樺

、

楡

等
?:
'

見

る

Y」

マしあ
'̂
。
 

.

之
れ
を
槪
觀
し
て
本
州
は
學

間

的

ょ
b
も

商

寶

上

の
 

\

立

胸

地

ょ

り

硏

究

せ

ら

れ

し

乙

ビ

多

ぐ

、

本

州

の

森

林
 

\

'
は
.主
S
し
て
政
府
の
所
^
に
...
屬
す
る
も
の》J

'
「

コ
...ナ
ツ 

|

ク」

及
農
民
の
所
有
地
す
あ
6
、
®
し
て
其
中
、
宫
林 

、p

の
而
積
は
！1
九
八
三
九
七
五
〇「

エ
ー

为
丨」

に
達
す
。

行
政
上
の.
目
的
ょ
b
本
州
は
次
の
如
ぐ
區
分
せ
&,
る
，
 

,
1

黑
fl
江
地
方
、
I黑
龍
江.「

コ
才
.ッ
ク」

地
方
、「

ツ
ア
ィ 

j

アJ

鑛
山
地
方
、「

ブ
レ
ア」

鑛
山
地
方
、「

ダ
ツ
ァ
ル
ン
ダ

」

\

鑛
山
地
方
、
下
部

「

セ
レ
ム
ア
し
鑛
山
地
方
、

「

ヒ
ン
ガ 

I

シJ
「
：

ス
タ
I」

鑛
山
地
方
之
れ
な
办
。

ハ

本

州

の

住

民

は

主

と

し

て

黑

龍

江

，、
中

部

及

：下

部

r

ツ 

.

ア

ィ.
ア」

「

ブ

レ

ア

」

河

及

以

上

の

支

流

：に

沿

ふ

て

集

中

 

せ

り

、

今
"：
1

九

：

一

1:
年

の

人

ロ

統

計

に

ょ

れ

ば

&
0

ノ
o
.
.

负

し



'
能
*
s

人
.：
.へ
ベ
©-
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(

六
七
〇

)

 

劣

.

.辦
玉
號.

1

三
二

合 文 肩 n 歐露 

那鮮本洲褽

人人人人人

人

一
三
八
〇
八
.四

n
o .,1

S11

七 

一
六
〇
九 

三
一
八
〇
九 

J

七
ニ
ニ

s
o

女
人

T

 

1
H
1
•
六
七 

, 

'四
五 

二
八
三' 

，
四
六
玉 

六
.H一 

1
1

四
〇
ニ
三.

全

.

.
數 

人

ニ
宄
ー
ニ
五
ー 

:

ニ
㈣
六

A
-
5

:
■
ニ
〇
七
四 

n
n

八
七
ニ 

ニ
八
六H

六
三

九

,

本
州
に
て
は
住
说
の
最
大
多
數
は
農
民
な
る
を
以
て 

農

業

其

.满

の

發

逄

は

，本

州

に

：
と

b
 
.て

は

最

も

重

大

な

る 

意
«

を
有
す
る
も
の
な
り
^

す
、
但
.、
其
，氣
候
ビ
幽
來

ジ
チ
ユ
ン
ス
クJ

市
に
附
與
せ
ら
れ
た
る
も
の
K
八
五
五 

5£「

エ
ー
カ
丨J

、
「

ツ
エ
ィ
ア
、k

ダ
ス
タ
シ」

三
七
3£
三

Q 

H

丨

ヵ

ー

其

他

移

住

者

に

與

え

&
れ
*
る
も
の 

九
0
三

五

七

九1.「

千
丨
力
ー
し
あ
々
、以
上.
の.
面
積
ホ
、
 

耕
作
せ
ら
れ
つ.
>:
あ
る.
も
の
は1

九
ニ
年
に
於
て
六 

|̂
九
2£
七
睬.「

子
丨
力
t」

に
達
せ
4
。

小
漆
は
本
州.
に
於
て
最
も
重
要
覦
せ
ら.
る
、
作
物
に 

之
枚
に
次
ぐ
も
の
は
燕
淡
、
*
麥
、
暴
及
大
麥
な
&
と 

す
、
尙
ほ
冬
季
性
0:
毂
物
ば
寒
氣
强
く
1

少
§
結
染 

發
達
せ
ず
、
普
敏
本
州
忙
於
け
る
農
事
は
四
月
下
旬
に

と
は
能
く
之
れ
が
目
的
に
適
し
、
尙
ほ
將
來
R

於
て
開
|

開
始
せ
ら
れ
て
、
九
月
.下
旬
^

終
：る
を
常
|

、
文
、 

S

得
可
き
土
地
少
か
ら
ず
。
 

I

鬆
暮
栽
培
達
玛
の
生
活
上
警
重
麥
な
る
：意
義
を 

i i
E

K

I
體
-

コ
ッ
/

」
」

，及
其
他
.の
移
住
■者
に
ょ
り
て
一
有
す
、

.
本
州
に
於
け
.る
農
作
物
收
權
狀
態
は
左
の
如
し 

布
せ
ら
る
>
 

土
地
の
而
«

は
ニ
七
--
-
.
1三
七
ニ
三「

工

,
"
i 

M 

‘播

種

最
 

収

後

高 

I

力
1

J

に
し
て
、
之
れ
を
細
分
ず
れ
ば
農
炅
« !

體

の

小

：：
麥

.

一
九
一
六
i

 

を
ハ
一
九
セ̂

0 

一
〇
ニ
七
♦ 

四
五
五
六 

麥

.
ニ
0
3八
〇 

.九六
三
|
5

饬

街

地

は

ニ

三

七

ニ

三

丄

ハ

七

n
v
r
—

力
ー
し
、
黑

龍

江

「

コ
':
;

"
 

-
;
t-

..ク； J_. i.

31

六

一

九
*

0

0-
:
.エ.
丨

ヵ
.丨」

：

「

ブ
ラ
.
'、コ
.
ベ

大

>v
u
 
四
：

I
I .

v.
.
¥
;>

麥

m

三
五.〇
'

1

六
！I
-

Aン

二 
一N

':
:

:

.「

::
u

三
八0
〇

：

ニ
-;

ハ
八
ニ
ニ
七
：

以
上
.
、
農
業
上
に
從
離
す
る
勞
働
器
，の
勞
銀
は
.之
外

鈴

し

を
彼
等
の
，生
活
品
.の
偾
袼
^ .

比
較
す
る
，時
は
荀
®

て
、：

而
し
て
一
九
一
一
年
黑
龍
江
州
に
於
け
る
農
業
上
：\ 

の
勞
働
潘
^

仕
»

は

る

、

平

均

勞

銀

は

次

表

に

見

：る

於

\ 

如

し

。

 

\

r
T ニ
.i
.五 

O
A
八

丨一

•
_
〇 

*

五
〇
丨
®
八
五 

f 

R分

h
i

m

 

ニ
；

i

A

A

1
 

 ̂

o
H
-

at

從
業
期
m

li

な

iifj

付

■UW.
ニ
31
:
〇

毋(

1
:姑
問)

女
2
扭
問)

. 

一，
一
五—

ニ
ニ
五 

毋
{四
刀
：一H
ょ
づ
十
刀
i

進
>

^

0

1

「

〇
〇 

5](

十
月
ー
=
ょ
リ
叫
刀
ニ
0
迄)

四
〇
|

六n

 

女(

a
;J! 

H

iリ
十
月 
一

六

5/
;—

九
〇 

女(

十
月
'

1

R
ょ
リ
四
刀
一
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&
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ユ
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營
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搬
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反
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れ
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梵
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